
カヌー公園さくぎの観光入込客数の推移 水防災事業前後の世帯別人口の推移

河川改修と国道･村道の改良を一体で実施し、治
水安全度と三次市街地へのアクセス性が向上。

事業前からの居住者は留まり、若い世代の転入に
より、地域のコミュニティが維持された。

近傍に整備された自然体験施設（カヌー公園さく
ぎ）や廃校を活用した研修施設により、都市部と
の交流が活発になり交流人口が拡大。
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単位：人
カヌー公園入込客数

事業前からの居住者はとどまり、若い
世代の転入あり。

水防災対策特定
河川事業範囲

作木上地区
自治交流センター

峠下集会所

江の川

・作木住宅介護支援センター
・作木あんしんリビング 等
※三次市作木町 介護、医療の複合施設

国道375号

県道 香淀三次線

河川事業と道路改良で
若い世代の転入を促進!!

三次市街地

国
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水防災対策事業
水辺プラザ事業

0～9才 10代 20代 30代 40代 50才 60代 70才～

年間約３万人の観光入り込み客数を維持。
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■ 事業後に入居

■ 事業以前から居住

三次市
布野町

安芸高田市
高宮町

三次市
甲田町

三次市
君田町


